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ロ. 特 別 講 演

｢プロラクチノーての薬物療法 と手術療法｣

虎の門病院脳神経外科部長

寺 本 明 先生

第32回新潟化学 療 法 同 好 会

日 時 平成5年 7月17日 (土)

午後3時

会 場 万代シ′しバ-ホテ′し

一 般 演 題

1)噂嘆の嫌気培養 をや り始めて

石橋美由紀 ･金子 陽子
吉田真理子 ･田中 恵子 (漂姦鮎 董綜倉)

噂癖の嫌気培養は一般病院では行われていないのが現

状である.当院では.'91年 9月中旬より噂嬢の嫌気培

養を′レーテソ検査にとり入れ 1年を経過 したので.'91

年10月より'92年 9月までの状況一嫌気培養陽性件数,

嫌気性菌分離珠状汎 同時分離された好気性菌,噂瑛性

状, グラム染色上の白血球数を検討 した.又,明らかに

嫌気性菌が起炎菌であったと考えられる症例も合わせて,

報質 した.

略境かLl･･･'分離さJ-tた嫌気性菌は,口腔常在菌である P.

melaninogenica,B.intermediusが多く検出され

好気性菌との複数分離例が多かった.又,啄壌性状の膿

性が強 く.白血球が多いほど,陽性率が高い結果であっ

た.

2)Moraxella(Branham ella) ぐatarrhalisの
細菌学的検討

手塚 宗昭 ･他
I:.I- ㍉ 二 二

厚生連11病院iこおいて平成4年7月12日より9月12日

及び平成4年12月より平成 5年 1月の計4ケ月間の各種

臨床材料より分離された菌株を対象とした.

材料 ･冬期夏期 ･年齢別の検出率の比較.分離株ごと

に,β-1actamase産生性,薬剤感受性および材料由来.

年齢,商量,貴食の有無,基礎疾患の有無,感染症名,

同時分離菌の有無,また噂峡においては肉眼的性状, ゲ

ラ ム染色時における顕徽鏡的品質管理も合わせ検討 し､た.

材料 ･冬期夏期 ･年齢別 ･基礎疾患の有無による検出

状況,混合感染の状況にまとまった傾向がふL-)わた.令

ての株が β-lactam ase産生であったことは注目される.

また,貴食嵐 繭量,暗癖の肉眼的性状および顕徽鏡

的品質管理を行うことで起炎菌推定の一助と成 り得てい

ると思われた.

3)血液および血管留置 カテ一一テル分離菌の検

討

尾崎 京子 ･高野
小柳 典千 ･関根 十 ㌦ ;3:･::::･:(''.:'Lfr･:.∴-i

和田 光･【･-- ( 同 第二内科)

近年,菌血症の増加の同一関として血管留置カナ-テ′L･

の増加が指摘されてし､る.当院において,1981年より1990

年の10年間に実施された血液および血管留置カナ一一テJL

培養の分離菌について検討 した. また.1988年かL--)の

3年間で.血液陽性例の前後-一週間に検出されたカナ-

テル分離菌につし､ても検討 した.

10年間に血液培糞は12,363件実施され 重複を除 き

955株分離 した.一万,血管留置カテ一･･一テ′Lは 3,469件

培養し.555株分離 した.血液からの主な分離菌は.S,

lJtirelL5 131株 (13.79,6. うち MRSA 80扶上 P.

aE,rtLgL'ltOSa98株 (10.39も).CNS79株 (8.39/6/),真

菌153株 (16.09'01であった.-lIテ一千′Lは,CNS168

株 (30.39,6).∫.lItLr･(,lL.h-85枚 (15.39も, うち MRSA

61株),真菌 139株 (25.098)が主であ-)た.また,1988

年かrL'の3年間で血液陽性例のう+,カナー:+ノLとの一致

atLrE,ZLiが高 く,GNlミは低か-･､-[=.

当院では近年,S.at〃TtLL'.CNS.真南の血液かい')

分離が増加 しているが,カテ-ナ′し分離蘭もこれらが主

であった.菌血症の増王札 分離菌の変貌の要因の･--つと

して.血管留置力十一十′しの関与が大きいと考えì)わた.

41白血球遊走阻止試験 による薬剤肺 炎の検討

宇野 勝次 ･八木 元広 (水原郷病院薬剤科)

鈴木 康稔 ･関根 理 ( 同 内科)

近藤 有好 (国療 西新潟病院 )

山作房之輔 (新 潟 東 保 健 所)

白血球遊走阻止試験 (LMIT)iこよる薬剤肺炎疑診患

者の原田薬剤の検出同定を行ない.薬斉∬市炎における Lm


